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島根大学教育学部附属教師教育研究センターが,島根県教育委員会と連携して実施している

現職教員研修は,今年度で4年目を迎えている。ここでは,平成25年度の現職教員研修の取組

みについて報告するとともに,その成果と展望について明らかにする

〔キーワード〕

1 はじめに

近年,教職の専門性の高度化と学び続ける教師像の確立が求められている。グローバル化,

高度情報化,少子高齢化といった急、激な社会変化を背景に,教員の知識・技能も絶えずりニュー

アルすることが期待され,教職大学院の設置(平成20年),教員免許更新制(平成21年)など,

教職の高度な専門職化に関わる政策が進められている。とりわけ教員免許更新制は,これまで

の教職生活を振り返るとともに,新しい学びの機会を提供するものである。教員の養成は大学,

卒業後の研修は教育委員会という従来の構図を脱却し,大学と教育委員会が連携・協働し,生

涯にわたって教員を支援する体制作りが求められていると言えよう。

島根大学教育学部は,県教育委員会との連携をーつの手がかり(例えぱ,県からの教員の派

造)としながら,1000時間体験活動を始めとした教員養成の改革・改善,教職課程の質的な向

上に取り組んできている。また平成21年度以降,島根大学教育学部では,附属教師教育研究セ

ンターが中心となって,県教育委員会・県教育センターと更なる連携方策について意見交換を

行ってきた。そこで確認された大きな課題が「現職教員研修プログラム」の協働開発であった。

中央教育審議会(答申)「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策につ

いて」(平成24年8河28勵には,教育委員会と大学の連携寸捌動が樞われており,その事例

のつとして,「現職研修プログラムを協働で開発すること」が挙げられているそれに先だっ
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て,島根大学教育学部は,平成22年度に,先の県教育委員会との連携・協働をさらに具体的に

進め,現職教員を対象とした研修プログラム「スクールマネジメントの実践的課題一学校の

現代的課題を解明するー」を協働開発した。以下,現在,附属教師教育研究センターが担い実

施している現職教員研修の概要を紹介するとともに,島根大学教育学部と県教育委員会の連携・

協働の現状,その成果と展望について述べていきたい

Ⅱ現職教員研修の概要

現職教員研修プログラムは,平成22年度に「現職教員研修の高度化・体系化を実現する大学

と教育委員会の協働プロジェクト」として試行され,翌23年度から本格実施,今年で4年目を

迎えている。平成25年度は,10月28日明)から11月8日(金)までの前期 2週間,翌年1月

27日明)から 2月7日(金)までの後期 2週問の計4週間にわたって実施された。研修は前

期,後期ともに同じ受講者で,る刑惨内容はべーシックコース(前期 2週間)とアドバンスコー

ス(後期 2週間)から成り,研修時間は,前後期,各60時間の計120時間であるべーシック

コースは,スクールマネジメントに関する内容が中心となり,全員が同一のる刑惨内容を受講す

る。アドバンスコースは,「マネジメント上級」,「特別支援教育」,「教科指導」の 3 コースか

らなり,受講者の希望をふまえ,県教育委員会と協議のうえ,コース分けを行っている(「教

科指導」コースは,年度によって教科が変わる:平成25年度は数学)なお,前期の研修内容

を可能な限り現場で生かしてみるとの意味から,前期と後期の間では,勤務校等での課題に基

づいた取り組みが課せられ,後期においてその報告が求められる

塩津英樹田中賢 権藤誠剛

受講対象者は,(主として島根県の)小学校,中学校,高等学校,特別支援学校,県教育委

員会,県教育センター及び教育事務所等から,県教育委員会によって選抜された,主幹教諭・

指導主事クラス約20名である(平成25年度の受講者数は18名)。前後期を通じて,島根県・鳥

取県教育委員会及び教育事務所関係者からも講義の聴講希望があれば受け入れている。研修を

担当する講師は,島根大学の教員を始めとして,文部科学省,国立教育政策研究所,他大学,

教育委員会,学校,企業等から招聰した講師である。専門性を生かした講義,演習,グループ

ワーク等が行われ,こうした現職教員研修に対する受講者の評価は肯定的であるべーシック

コース(前期2週間)の受講者は,次のような感想を残している

(受講者A)

「もっと学びたい」,「もっと知りたい」,「リーダーとは何なのか」ー・。 2 週目の研修を

終えて,一番感じていることです。 1週目の研修は,自分の置かれている立場を自覚し,

リーダーとしてしっかり学ほうという意欲が先行していました。講義のすべてを聞き漏ら

さないようにし,内容をしっかり覚えようという気持ちばかりでした。しかし,2週目に

入ると,「今の自分に足りないこと」や「今の自分に必要なこと」を意識するようになっ

たのです。講義や演習を通して,知識のなさや認識の浅さを思い知れぱ知るほど,「今の

自分」の状況が見えてきました。自分にできることや,このままではうまくいかないこと

を次第に気づくようになってきました。もちろん,後期の研修が始まるまでに課せられた
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課題を意識したこともその要因かもしれませんただ,がむしゃらにWH1多を受けていた自

分から,「目的意識を持った自分」に変わったことは確実に言えると思います。 2週目の

講義も専門的な話題が多く,その道のエキスパートの講師陣でした。何も知らなかった自

分への腹立たしさと,専門的な知識や体験豊富な講師への尊敬の気持ちが強まり,「もっ

と学びたい」,「少しでも講師のレベルに近づきたい」という気持ちが大きくなりました

それと同時に,自分に足りないもの,それは,「幅広い視野でものごとを見ること」であ

ることに気付いたのです

(受講者B)

すべての講義の中で,新しい発見や認識を持つことができた。研修全体を通しても,教

師として生徒の前に立つ者としての「専門家倫理」をもっと意識しなけれぱならないと思っ

たこれまで授業においては専門家という自負を持って取り組んできたという意識がある

が,その他の校務については,そのほとんどが,これまでの教師としての経験によって作

り上げられた感覚や,浅い知識で動いていたように反省している。常に研究と修養に努め,

教育者としての自覚と自らの教師としての責任を感じながら職務を行っていかなければな

らないことを強く感じた

Ⅲ成果と展望

現在,島根大学教育学部と県教育センターは,年に2回,,恬報交換会を開催して様々な形で

の連携可能性を模索している。平成25年度に実現した新しい取組みとしては,養成から採用の

接続による養成の改善・充実と初任者研修の高度化を図るため,島根大学教育学部の教職員に

よる初任者研修参観の他,研修と講習の相互補完による拡充を目指した教員免許状更新講習の

共同開催を挙げることができる。平成25年度は,「島根県H年目研修」を更新講習として共同

開催したものとして,「異校種体験ワークショップ」があり,また「能力開発研修」を更新講

習として共同開催したものとして,「小学校へき地・複式教育講座」がある。今後も,県教育

センターの要望等を踏まえて,講習の更なる拡充を目指したい

さらに今後の連携案として,県教育センターのスタッフによる大学の講巽等の視察,教職員

研修における講師依頼,県教育センターの所員研修の講師依頼,大学の講義等への講師派遣,

諸成果の検討,調査分析・研究などがある。こうした試みの実現により,島根大学教育学部と

県教育委員会,大学と現場との相互理解と協力,共同開発の層の推進を図ることによって,

再度,養成と採用と研修との有機的な関連を深めていく。それを教員全体の質の向上へと結ひ

ついていくことはもちろん,学校の中核となる研修受講の教員がスクールリーダーとしての力

量を発揮し,教員がチームとしてまとまり,学校全体で管理職を中心として学校課題の改善・

解決にあたり,児童生徒の確かな学力や豊かな人問性・社会性の伸長を実現していくことが期

待される。

そうした学校現場の改革にとって,どのような現職研修が望ましいのか,現職研修の在り方

やプログラムの質の向上を目指していくために,研修で終了するのではなく,本研修後の学校
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塩津英樹田中賢一権藤誠剛

現場等での取り組みや振り返りを調査して,研究機関としての大学がそれを分析

その結果について県教育委員会との連携寸捌動の下に合同検討会等の機会を設け,

的指針と方策とを創発していく段階にあると言えよう。

写真 1 「学部学生との懇談」の様子

田里乞セ

^

,

研究する。

今後の具体

写真2:講義「人生は選択の連続だ」におけるワークショップの様子

M、 pocket

-156-

.
"
一



平成25年度研修レポート(前期

平成25年10月28日

島根大学と教育委員会との迎携について

1.学びの成果,実践上の課題の理解レポート(第]週)

0平成25年10月28日(月)(2限)

講義名「島根県の現職教員研修体系がめざすもの」

第1週)一何を学び,何を考えたかー

(月)~]1月1日(金)

番号 氏名

P 153~163 (2014)

1果題 1

0平成25年10月28日(月)(3,4限)

講義名「教育相談・生徒指導の考え方

ne載要,川

※講義ごとに,学んだこと,気づいたこと,職場での実践に繋力斗)そうだと感じたこと,も

う少し聞きたかった点,その他感想等を記載してください(箇条沓きで可)

※講義内容を詳細に記録する必要はありませ人が,必要に応じ,向身の研修の成果の備忘録

として,講義概要を記載しても構いませ人

幼小中連挑の視点から」



2.研修を受講する上での要望,改善を必要とする事項等(第1週)

【記載要3川

※第1週の研修中,不便を感じたことや,改善が必要だと考えた事項等を記載してください。

塩津英樹 田中賢一 権藤誠剛

3.研修全体を通じての感想等(第1週)

ne載要領】

※ 1.2.以外で,第1週の研修期間中の全般的な感想等を記載してください

■本課題[1(レポート),2 (要望等),3 (感想、等)]の提出について

0提出期限:Ⅱ月5日(火)まで

0提出方法:教師教育研究センター(crte・shimane@edu.shimane、U.ac.jp)宛に

メール送信

ワードファイル名は「H25年度前期(1週助レポート(番号・氏名)」

番号"と"氏名"をそれぞれ修正してください。

0第2週(Ⅱ月5日から)の研修においても同様に記載してください。
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平成25年度後期の研修に向けて一学校現場等で実践する課題につぃてー

島根大学と教育委員会との述携について

前期の研修を受講し,後期の研修に向けて学校現場等で実践する課題について

番号

【記載要,川

前期研修を受講し,そこで学んだことや気づいたこと等を踏まえ,自身で課題を設定のうぇ

現職場においてどのように実践しようと考えているのか記載してください

氏名

P153~163 (2014)

課題2

実践の結果について,後期研修(1月27日)において発表・討議していただく予定です。

1)課題の提出について

0提出期限:11月15日(金)

0提出方法 教師教育而牙究センター(crte・shimane@edu.shimane・U.ac.jp)宛に

メール送イ言

※ Wordファイル名は「H25年度課題設定(番号・氏名)」

"番・号"と"氏名"をそれぞれ修正してください

(2)本課題の取りまとめ及び配布について

提出された本課題の内容について,本センターで取りまとめた後,参考に受講者へ全員分を

送付する予定です

まで

(3)実践結果発表(1月27日)について

実践結果の発表・討議は班別(3グループ程度)を予定しています

発表資料の作成は任意とします
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8:30

10/28 (月)

1刑,飾1又・オリエンテーション

10:00

平成25年度島根大学教育学部現職教員研修(ベーシックコース)日程表

10/31 (木)10/30 (水)10/29 (火)

教師はどのように学び続けた学校教育をめぐる目的の実際分かりゃすい学校経営を進め
ら良いのか?-21Ⅲ:紀を生きと現状から杉察する教育問題る管理職のあり方1
抜く「研究的実践者」の役割

と育成一①

多口的ホール(517)

島根県の現職教員研修体系が
めざすもの

2
10 15

11:45

島根県教育センター

所長長岡素巳
教育企画部長坂根昌宏

3
12:45

多目的ホール(517)

教育相談・牛1耐岸陣の考え方一

幼小中連携の視点から一命

島根大学教育学部准教授
御園真史

多目的ホール(517)

教師はどのように学び続けた
ら良いのか? 21世発を生き

抜く師牙究的実践老の役割

と育成一2

14:15

島椣大学卯.'"・i,砥学長

肥後功

4
14:30

多召的ホール(517)

教育相談・生徒指導の考え方
一幼小中連携の視点から一2

島根大学教育学部准教授
御園真史

多目的ホール(517)

学、校の組織マネジメント
ドルの視'.無から 1ミ

島根大学教育学部准教授

百合田貞樹人

16:00

●^^

島根大学理事・副学長

肥後功一

多目的ホール(517)

実習イ本験

「環境寺子屋」の活動1

5
16:15

多目的ホール(517

自己研修

1●椣大学教介学i祁,鳧師
熊丸真太郎

多F1的ホール(517)

自己研修

17:45

.^

島根大学教育学部准教授
松本郎

多目的ホール(517)

学校の組織マネジメント
ドルの視点から一2ミ

備考

松江市立中央小学校長
長和博

多目的研修室(13の

多Π的研修室(13の

学部学生との懇談

多H的ホール(517)

実習イ本験

環境占司',イ封の活動2

島根大学教育学部講師
熊丸真太良"

多目的研修室(130)

多目的ホール(517)

分かりゃすい学校経営を進め

る管理職のあり方2

島椣大学教介学部淋教授
松本郎

多目的ホール(517)

白己研修

11/1 (金)

学校経営のあり方@

養護教諭の立場からー

松江市立中央小学校長
長和博

多目的ホール(517)他

多目的ホール(517)

自己研修

松江市立第四中学校
養護教諭松井浩美

多目的ホール(517)

なぜ島根電工は人を育てたい
のか

多目的研修室(130)

多目的ホール(517

学校経営のあり方@
一養護教諭の立場からー

1;許N北 1_株式会11

収締役会長陶111 秀樹

多目的研修室住30)

松江市立第四中学校
養護教諭松井浩美

多目的ホール(517)

自己研修

飾
需
桝
謙
田
丑
課
1
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8:30

11/5 (火)

学校管理と法令①
島根県教育庁高校教育課

企画人事グループサブリーダー
木原和典

島根県教育庁義務教育課企画
人事グループサブリーダー

大場尚樹

多目的ホール(517)

学校管理と法ア2

島根県教育庁高校教育課

企両人事グループサプリーダー

木原和典

島根県教育庁綻務教育課
企画人嘔グループサプリーダー

大場尚樹

多目的ホール(517)

学校マネジメントからみた授

業研究

]0:00

平成25年度島根大学教育学部現職教員研修(ベーシックコース)日程表

11/6 (水) 11/フ(木) 11/8 (金)

特別支援教育の観点からの学新教育課程における言語活動自己研修

校教育力向上のための諸要件の意義と実際【演習】
ーカリキュラム・マネジメン

トの視点からー

2
10:15

.^^

Ⅱ 45

島根大学教育学部教授
小川巌

3
12:45

前文部科学省初等中等教育局

主任視学官田中孝一

多目的ホール(5]フ)多目的ホール(517)

政策動向:教員の養成・研修島根県の特別支援教育
制度の改筈

14:15

島根大学教育学部教授

権藤誠剛

4
]4:30

教貝研修センター理事長
高岡信也

多目的ホール(517)

臼■研修

16:00

多日的ホール(517)

自d研修

5
16 15

.^

17:45

多目的研修室(130)

島根県教育庁

特別支援教育課長
原田雅史

多目的研修室(130)

新教育課程における言語活動

の意幾と実際【講幾】
ーカリキュラム・マネジメン

トの視点からー

前文部科学省初等中等教育局

主任視学官田中孝一

多目的ホール(517)

備考

多日的ホール(517)

子どもと保護者の現状を理解
する

多目的研修室(13

人生は選択の連続だ

島根大学教育学部教授

岩呂鳥叉子

公益社団法人

ジュニア・アチーブメント日本

専弦理事中許善弘

多目的ホール(517)

自己研修

多目的ホール(51

人生は選択の連続だ

公益社団法人
ジュニア・アチープメ

専務理事中許善弘

多目的研修室(]30)

多目的ホール(517)

人生は選択の連続だ

公益社団法人
ジュニア・アチープメント日本

専務理亊中許善弘

日本

多目的ホール(517)
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汁
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リ127U
{小

,栄題・丈践の発1<

'轟刊γ,

飯野眞幸

マネジメン

会場

517
,・1" 2]2

265

光市化祉に,1きる力をつ
ける教む

斬学習指導安散で11指す
もの一数判険靜抑允実

山28H
(火)

平成25年度

ト 1二級コース

所拡 職名

3 Π己研修

自d研修

学校マネジメント計画
一学校の釦織力向上とス
クールリーダーの役割一

生徒指導とは

いじめ・イ;登校の理解

〔1己研修

いじめ学校柴本方針の心
綻

准教授

517

削29"
(水)

武藏人学人文
学'"

文都科学竹初
等小笘・教介1'ι

石川

517

島根大学教介学訊証即臓教員研修(アドバンスコース)日程表

教科指専(算数・数制コース

職名 氏タ'会場所属講刊γ,

517
,i果題・リι識の発六・',・1,艦 212

265

樋口和彦

氏名

教授(醐
床心理十)

130

130

視学鳩

明30日
(木)

武田信十

517 国士舘大学

国立教、政'
研究所生徒指
導・進銘指導
Ⅲ究センター

{1Ⅱ

2

長尾筑志

兜竜生徒に,1'きるノJをつ
517

ける教育

新学習指導亥鎖でⅡ指す
517

も0)一数学イιli,御力の允大

算数・数学科教Uの指導
改誓と授業力育成をと'う 212 教"学部
進めるか

517

組織的に取り組む特別支
援教育

130

教授

4

517

1、1立教〒i政策
研究所生征指
導・進路指導
研究センター

自己研修

総括研究
11

U13川
ど側

北神
学校マネジメント計画

正行一学校の組織力向士.とス
クールリーダーの役割一

生徒指導とは
充

いじめ・不豊校の理餅

"ご研修

いじめ学校基本方針の憇允
輕

新教育課程の数学教育を
修治考える

一ω活用型の問題

一②ループリックの作成
淳子とカリキュラムマネージ

メント

自己研修

船括研究
'[1

学校教育とりスクマネジ
メント~学校の危機をど
う防ぐか~

教育学部
517 島根県立盲学

校

武蔵大学人文
学部

文部科学省初
等中等教育局

2

充11Ⅱ

発1舌研窕
'1'1

τ爪

3

教授

教科指導力向上のための
授業研究のあ1)方

130

允

4

教授(匪
床心理十)

1ι'

特任教授
教諭

■

轟習*'

,果題・実践の発表・討議

517
高崎市教育委
貝会

視学官

一島

武Ⅲ 1,LI、

高岫 11i教Υf 委
U会

517 国士舘大学

国立教・」政策
研究所生徒指

5]フ
導 進路指尊

兜センター

准教授

原田

長尾他志

児童生徒に生きる力をつ
ける教育

新学習指導要領でⅡ指す
もの一数学峨卸動の允災

特別な支援と1キ別支援教
育

517 教介学部

縄手雅彦

特別支援教育コース

会場所属

517
212
265

教育長

御園真史

130

教授

517

1、1立教"政粂
研究所牛徒指
」#・進路指導
研究センター

元立命館大学
高等教育開発
推進機構

(立命館大学
理工学調

飯野

総括研究
官

教授

学校教育とりスクマネジ
眞幸メント~学校の危機をど

う防ぐか~

北神

517

学校マネジメント計画
正行一学校の組織力向上とス

クールリーダーの役割一

生徒指導とは
充

いじめ・不登校の理解

自U研修

いじめテ才υ,L本力'11の点
允

義

武蔵大学人文
学都

文部科学竹初
等小等教青1'゛

212

加藤寿朗

職名

1屯

豁1ι研窕
'LI

517

教授

整数の世界

自己研修

氏名

130

517 教育学部

教授(匪
床心理」:)

教授

●、1

(非常勤
講師)

517 教育長

視学官

武田信子

高崎市教育委
貝会

5]7 国士舘大学

Ⅱ1立教 1'政策
研究所生徒指

517
導・進路指導
ι)'センター

椋本

教授

212 教育学部

長尾篤志

ゲームカ洩える学智支綏一
洋一人ひとりの特性に合わ 265 総合理τ学部

せた学習を促すICT技術一

稲垣卓司

■

教育長

130

凍

児童生徒の発達障害(が
い)の理解一精神医学的 517 教介学部
立場からー

学校教育とりスクマネジ
眞幸メント~学校の危機をど 517

う防ぐか~

発達心理学的視点からみ
265 教育学部秀明た自閉症児の行動一対人

発達を基に支援を考えるー

3限目の質疑応答・自己 265
研修 130

教授

広i介

517

川立教育政策
研究所小徒指
導・進蹄指埠
研究センター

飯野

准教授

絵1舌研究泣
下1

北神正h

筋
需
釜
田
丑
波
1
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2月3日
明)

教頭

教育におけるデータ活用

校内研修の活性化と充実
のために

自己研修

人事管理行政の現状と課
題

2月4日
(火)

517 教育学部

教員研修セン
51フター事業部研

修企画課

福問敏之

カリキュラムを基盤とす
る学校のマネジメント

自己研修

キャリア教育の現状と課
題

130

2河5日
(水)

准教授

主任指導
主亊

517

島根県教育庁
綻務教育課企
画人事グルー
プ

千葉大学教育
学部

2

百合田真樹人教育におけるデータ活用

校内研修の活性化と充実永尾
のために

自己研修

人事管理行政の現状と課門脇岳彦
題

キャリア教育を推進する
ための視点

学校を変える新しい力ー
教師のエンパワーメント
とスクールリーダーシッ
プー

学校におけるN正と惰報
リテラシー
-N正とは何か、なぜNI
Eなのかー

一小学校におけるN正の
実庚一

517

多久和祥司

130

グループ
リーダー

国立教育政策
研究所生徒
指導・進路指
導酬究センター

(併)文部科
学省初等中等
教育局児童生
徒課

筑波大学大学
院

教授

517

出雲市立久多
美小学校2月6日

(木)

2

天笠

絵括研究
官

517 教育学部

教員研修セン
51フター事業都研

修企画課

517

茂

4

2

3

4

儁問割】峨

カリキュラムを基盤とす
る学校のマネジメント

自己研修

キャリア教青の現状と課
題

3 一中学校におけるNIEの くイ 一中学校におけるN正の
多久和祥司実際一 実際一

皿自己研修 自己研修

大学院生(現職1年コー 517 大学院生(現職1年コー
ス)課題研究発表及び意 212 ス)課題研究発表及ぴ意
見交換 見交換265

自己研修 自己研修130

閉講式 閉講式517

(8:30~1Q卯)、 2限 ao:15~11'45)、 3限 Q2:45~14:1 、 4限(14:30~16加)、 5限(16:15~]フ・45)

生徒指導
調査官

517

130

2月7日
(金)

海士町教育委
R会教育船務
課

長田

准教授

主任指導
主事

教授

517

出雲市立久多517
美小学校

島根県NIE
517 出雲市立光人

塾指導員

島根県教青庁
毅務教育課企
画人事グルー
プ

千葉大学教育
学部

派遺指導
主事

徹

百合田真樹人教育におけるデータ活用

校内研修の活性化と充実永尾
のために

自己研修

人事管理行政の現状と課門脇岳彦
題

派遺指導
主事

キャリア教青を推進する
ための視点

学校を変える新しい力ー
教師のエンパワーメント
とスクールリーダーシッ
プー

学校におけるNIEと情報
リテラシー
-MEとは何か、なせNI
Eなのかー

一小学校におけるN正の
実呼一

517

浜田博文

130

浜田博文

グループ
リーダー

教頭

福問敏之

国立教青政策
究所生徒

指導・進路指
導研究センター

(併)文部科
学名初等中等
教青局児童生
徒課

筑波大学大学
院

教授

517

517

松浦和之

島根県NIEアドバイザー
出雲市立光人塾指導R

天笠

回

籍括研究
官

517 教育学部

教員研修七ン
51フター事業部研

修企画課

517

茂
カリキュラムを基盤とす
る学校のマネジメント

自己研修

キャリア教育の現状と課
題

生徒指導
調査官

517

130

海士町教青委
員会教青鴛務
課

出雲市立久多
美小学校

長田

准教授

主任指導
主事

教授

517

島根県教青庁
筬務教青課企
画人爪グルー
プ

千葉大学教青
学部

517

徹

百合田真樹人

永尾剛

派近指導
主事

キャリア教育を推進する
ための視点

学校を変える新しい力ー
教師のエンパワーメント
とスクールリーダーシッ
プー

学校におけるNIEと情報
リテラシー
-N正とは何か、なせNI
Eなのかー

一小学校におけるNIEの
実際一

517

浜田博文

517 島根県N正アドバイザー
出雲市立光人塾指導員

130

グループ
リーダー

松浦和之教頭

福問敏之

国立教育政策
研究所生徒
指導・進路指
導研究センター

d揃文部科
学省初等中等
教育局児童生
徒課

筑波大学大学
院

教授

517

門脇岳彦

松浦和之

天笠

多久和祥司

絵括研究
官

517

茂

一中学校におけるN正の
実際一

自己研修

大学院生(現職1年コー
ス)課題研究発表及ぴ意
見交換

自己研修

閉講式

生徒指導
羽査官

517
海士町教育委
員会教青鷲務
課

長田

教授

517

徹
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